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種目（開催日） 優 勝 準 優 勝 第 ３ 位 第３位（４位） 

柔道 （8/7） 男 神室柔道    

女 丹野道場    

剣道 （7/24） 男 新庄錬成会Ａ 東山錬成会 新庄錬成会Ｂ  

女     

バスケットボール 

   （8/6・9/10） 

男 もがみ八森 新庄 沼北ライジングスター  

女 萩野ミックスビッキーズ 新庄リトルラビッツ 真室川  

サッカー （8/28） 最上 UNITED.FC 新庄グランツＳＣ AC．ZeeIe 泉田(4位) 

野球 （7/23・24・30） 明倫グリンベレーズ 日新レッドスターズ 鮭川ベースボールクラブ 大蔵一球 

バレーボール （7/17） 戸沢ＪＶＣ おおくら少女 鮭川ジュニア 舟形クローバーズ(4位) 

バ ド ミ ン ト ン 

（8/14） 

男 奥羽ジュニア 鮭川バドスポ少 沼田バドスポ少 日新バドスポ少 

女 鮭川バドスポ少 日新バドスポ少 沼田バドスポ少 奥羽ジュニア 

陸上競技（6/4）新庄地区陸上選手権大会 兼 最上地区スポーツ少年団交流大会  

 

地区スポーツ少年団交流大会結果 

本年度もコロナ禍での大会となりましたが、各種目において熱戦を繰り広げ、無事終了する

ことができました。新型コロナウイルス感染拡大防止を踏まえ、大会日時を変更する等、迅速

な対応をしていただいた種目もありました。今大会の結果を受けて上位のチームが 10 月２日

(日)（一部の種目は別日開催）に行われた第 30回山形県少年少女スポーツ交流大会に出場し、

オープン参加も含め最上地区からは 11種目 34チーム 273名の団員が出場しました。新型コロ

ナウイルス感染拡大防止の観点からバドミントン競技とレスリング競技が開催中止となりま

した。引き続き感染対策を行いスポーツ少年団活動に取り組んでください。 

令和４年度山形県スポーツ少年団 

指導者・育成母集団研修会 

１日時 令和４年 11 月 12 日（土）13:00～ 

２場所 酒田市広域研修センター 

３参加者 スポ少登録指導者、育成母集団関

係者、その他興味のある方 

４内容 講演会等 

５問合せ①各市町村スポーツ少年団事務局 

    ②最上教育事務所社会教育課  

担当 松田 Tel0233-29-1442 

６その他 開催要項、申込書は各市町村スポ

ーツ少年団事務局にあります。 

令和４年度アクティブチャイルドプログラム 

普及促進研修会 最上地区会場 

１日時 令和４年 12 月 11 日(日)12:50～ 

２場所 わくわく新庄 

３参加者 スポ少担当者、スポーツ協会公

認スポーツ指導者、その他興味の

ある方 

４内容 理論と実技（運動遊び等） 

５問合せ①各市町村スポーツ少年団事務局 

    ②最上教育事務所社会教育課  

担当 松田 Tel 0233-29-1442 

６その他 開催要項、申込書は各市町村ス

ポーツ少年団事務局にあります。 

県スポーツ少年団主催研修会のお知らせ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １日（土） Youは何する？最上（てっぺん）で！ 

「満点★最上（てっぺん）レストラン」 

（神室少年自然の家） 

５日（水） 地域学校協働活動推進員養成講座第２期（鮭

川中央公民館） 

15日（土） Ｙｏｕは何する？最上（てっぺん）で！ 

「新庄市のいい音、集めました」（新庄市内） 

21日（金） 第 14回山形県社会教育研究大会（長井市） 

23日（日） 日本スポーツ協会スタートコーチ養成講座 

（新庄市エコロジーガーデン） 

25日（火） 市町村社会教育行政訪問（大蔵村、新庄市） 

26日（水） 市町村社会教育行政訪問（鮭川村、戸沢村） 

31日（月） 市町村社会教育行政訪問（金山町、真室川町） 

  

  

 

９月５日（月）「地域に求められている家庭教育支援とは～家庭教育支援チームの事例から学ぶ～」

をテーマに掲げ、今年度２回目の家庭教育支援フォーラムを開催しました。 

前半は、「家庭教育支援チーム」の活動推進に係る文部科学大臣表彰の受賞歴のある２団体の事例提

供を交え、山形県家庭教育アドバイザーの土屋常義氏をコーディネーターに、シンポジウムを行いま

した。シンポジストは「NPO法人クリエイトひがしね」事務局長で、山形県家庭教育アドバイザーの

村山恵子氏、家庭教育応援・ボランティア活動団体「アベルんち」代表で山形県家庭教育アドバイザ

ーの佐藤成美氏、山形県教育庁生涯教育・学習振興課佐藤陽介社会教育主査の３名で、２つの団体の

具体的な取組みに加え、県の施策の説明も挟みながら、実際の取組みの様子を掘り下げてお話を伺う

ことができました。 

後半は、シンポジウムのまとめを含め、土屋氏より現代の子どもたちの実情を踏まえて、家庭教育

支援に関わる人たちがどのような視点で子どもや保護者と関わっていくとよいのかについて講演いた

だきました。 

参加者からは、「身近な実践例や土屋先生のレクチャーをお聞きできてとてもよかった。」「家庭教育

支援をすることが地域を創ることになり、 

それが自分たちの地域を活性化したり持続 

可能なものにしたりできるのだということ 

を学びました。」などの感想がありました。 

オンラインでの開催でしたが、参加者同士 

の情報交換もでき、充実した研修会になり 

ました。 

 

令和4年度 

第60回 最上地区生涯学習推進大会 

第39回 山形県生涯学習振興最上大会 
 
大会テーマ 

『生涯学習社会の形成と活力ある地域づくり』 

 サブテーマ 

～生涯学習・生涯スポーツを通した 

笑顔のネットワークづくり～ 
 期日：11月 16日（水） 場所：鮭川村中央公民館 
内容：アトラクション 「清流さけがわ太鼓」 
    講演 「総合型クラブによる 

笑顔のネットワークづくり」 
      講師 ＮＰＯ法人さけがわ友遊クラブ 
          クラブマネジャー 伊藤 淳子 氏 
      軽スポーツ体験 「モルック」 

※参加希望の方は、10月１２日（水）まで各市
町村教育委員会へお申し込みください 
開催要項は、こちらで御確認ください。 

 


